
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ありがとうのはな】 

事業所移転のお知らせがありました。 

11月 1日より下記の住所へと移ります。 

新住所：静岡市葵区瀬名２丁目 15-15 

開所日および開所時間：月曜日～金曜日（祝日含む）※休館日は土・日、年末年始 

             ９：００～１５：３０ 

 その他：医療的ケアの方の利用も可能です。看護師が 2名体制になりました。 

     手作りの食事です。入浴も利用可能です。 

 

【就労継続支援 B型事業所 キャンバス】 

事業所移転のお知らせがありました。 

8月より新住所にて運営しています。 

  新住所：静岡市清水区船越南町 802-1ピオン清水店２F 

  開所日および開所時間：月曜日～土曜日（移転に伴い土曜日の営業も始めました。） 

             １０：００～１５：００ 

 その他：事業所で焙煎したコーヒーやアーモンドの販売もしています。 

前回のこのコーナーでは【はたらくこと・くらすこと・たのしむこと】についてお伝えしました。今回は

その中でも「たのしむこと」について、卒業生との会話の中で印象的な内容があったのでお伝えします。 

 

 

 

先日、ある卒業生と話をする機会がありました。その中で「趣味や休日の過ごし方」についてたずねたと

ころ、こんな答えが返ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このやり取りを聞いて、在学時から将来の「生活」を意識して、様々な経験をすることや、経験を通して

できることを増やしておくことの重要性を感じました。チャレンジには不安や心配もつきものですが、一

歩踏み出していくことも大切だと思います。また同時に、この話をしてくれた卒業生がこれから自分の希

望を叶えていくためには、保護者やヘルパーなど周囲の協力も得ながら少しずつチャレンジをしていくこ

とが重要だとも感じました。そのためには自分が出来るようになりたいことを整理して、家族や関係機関

に伝えていくことがはじめの一歩になるのではないかと思います。 

＜事業所情報コーナー＞ 

休みの日は同級生と LINE で連絡をしたりしています。 

その話の中で「みんなで集まって遊びたい」という話題が出て盛り上がるのですが、「よく

よく考えると自分たちだけでは行けないね。」という話になります。 

「○○でみんなで遊びたいね」 

→「○○までだったらバスで行けるみたいだよ。」 

→「あ…でも私たち、自分だけじゃバスに乗れないね。」 

…みたいな感じになって実現するのが難しいです。行き方や方法はわかっても自分だけで

できないことが多いと気付きました。もっと自分たちだけでいろいろな所に行けたり、バ

スや電車に乗れたりできるようにしておけばよかったです 


